
援
の
あ
り
方
や
、
「
深
め
る
」

話
し
合
い
活
動
に
は
課
題
も
残

り
ま
し
た
。 

 

昨
年
度
の
課
題
か
ら
、
本
年

度
は
、
発
達
段
階
に
応
じ
て
目

指
す
児
童
の
姿
を
明
確
に
し
、

児
童
が
互
い
の
思
い
や
考
え
を

交
流
さ
せ
、
意
見
を
つ
な
い
で

い
く
授
業
づ
く
り
に
関
す
る
研

究
に
学
校
総
体
と
し
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。 

［
視
点
①
］ 

 

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
を

高
め
る
授
業
づ
く
り
（
国
語

科
・
算
数
科
） 

  
○
単
元
構
成
の
工
夫 

 
○
学
習
過
程
の
工
夫 

計
画
的
効
果
的
な
実
践
と
家

庭
・
地
域
と
の
連
携 

を
掲
げ
て
い
ま
す
。 

「
熊
本
の
心
」
を
活
用
す
る

こ
と
で
、
先
人
の
生
き
方
や
考

え
方
に
触
れ
、
子
ど
も
た
ち
が

よ
り
よ
く
生
き
て
い
こ
う
と
自

分
自
身
の
生
活
を
見
つ
め
直
す

こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
と
考

え
ま
す
。
さ
ら
に
、
学
校
や
家

庭
、
地
域
が
連
携
し
て
い
く
こ

と
で
、
自
己
実
現
と
他
者
へ
の

貢
献
の
た
め
に
生
き
て
い
こ
う

と
す
る
心
を
育
む
こ
と
が
効
果

的
に
で
き
る
だ
ろ
う
と
考
え
ま

す
。 

天
草
小
学
校
は
、
平
成
二
十

五
年
四
月
に
天
草
町
内
五
校
が

統
合
し
、
旧
高
浜
小
校
舎
を
使

用
し
て
開
校
し
ま
し
た
。 

新
校
の
ス
タ
ー
ト
に
当
た

り
、
旧
五
校
の
良
さ
を
活
か
し

な
が
ら
新
し
い
伝
統
を
築
い
て

い
く
た
め
、
「
一
致
団
結
」
を

合
い
言
葉
と
し
、
職
員
、
児
童
、

保
護
者
が
一
体
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。 

統
合
初
年
度
か
ら
二
年
間
に

わ
た
り
学
校
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
推
進
事
業
の
モ
デ
ル
校
の
指

定
を
受
け
、
学
校
改
革
に
も
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
本
取
組
の

趣
旨
は
「
子
ど
も
と
向
き
合
う

時
間
の
確
保
」
で
す
。
「
校
務

改
革
」
「
授
業
改
革
」
の
二
つ

の
視
点
か
ら
学
校
改
革
を
進
め

て
い
ま
す
。 

「
校
務
改
革
」
で
は
、
日
課

表
の
見
直
し
を
行
い
、
業
前
活

動
や
個
別
指
導
の
時
間
の
確
保

に
努
め
ま
し
た
。
業
前
活
動
で

は
、
週
三
回
の
「
歌
声
タ
イ
ム
」

で
校
内
に
歌
声
が
響
き
あ
っ
て

い
ま
す
。
豊
か
な
表
現
活
動
に

も
つ
な
が
っ
て
お
り
、
天
草
小

の
伝
統
と
な
っ
て
ほ
し
い
と
願

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
個
別
指

導
の
時
間
を
教
育
課
程
の
中
に

設
定
し
、
複
数
体
制
で
個
に
応

じ
た
指
導
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。 

「
授
業
改
革
」に
お
い
て
は
、

統
合
校
の
学
び
の
基
礎
を
築
く

た
め
に
、
発
表
の
仕
方
や
話
の

聴
き
方
、
挨
拶
の
仕
方
な
ど
全

校
で
共
通
実
践
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
改
革
に
取
り
組

む
こ
と
で
、
子
ど
も
と
向
き
合

う
時
間
を
確
保
し
、
学
力
や
体

力
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
で
き

る
と
考
え
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
統
合
し
て
校
区
が
広

が
り
、
校
区
の
理
解
、
郷
土
の

理
解
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

「
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
子
ど
も

の
育
成
」
は
、
本
校
教
育
目
標

の
最
初
に
示
さ
れ
て
い
る
重
要

事
項
で
す
。
総
合
的
な
学
習
の

時
間
に
は
積
極
的
に
地
域
の
見

学
に
出
か
け
た
り
、
ゲ
ス
ト
テ

ィ
ー
チ
ャ
ー
に
指
導
し
て
い
た

だ
い
た
り
す
る
な
ど
、
広
い
校

区
へ
の
理
解
を
図
っ
て
い
ま

す
。学
年
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
活
動
で
は
、

旧
校
区
の
行
事
へ
の
参
加
を
す

る
な
ど
の
工
夫
も
出
さ
れ
て
い

ま
す
。 
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の
工
夫
と
充
実
を
図
る
研
究
に

取
り
組
み
、
意
欲
的
に
学
ぶ
児

童
の
姿
や
積
極
的
に
発
表
す
る

姿
等
、
一
定
の
成
果
を
得
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

し
か
し
な
が
ら
、
課
題
の
解

決
に
向
け
て
児
童
の
思
考
を
深

め
る
適
切
な
教
師
の
発
問
・
支

を
図
る
と
と
も
に
、
家
庭
や
地

域
と
一
体
と
な
っ
た
道
徳
教
育

を
展
開
す
る
」
こ
と
で
す
。「
熊

本
の
心
」
を
活
用
し
た
道
徳
教

育
の
実
践
を
研
究
す
る
こ
と

は
、
現
行
の
指
導
要
領
に
追
記

さ
れ
た
「
伝
統
と
文
化
を
尊
重

し
」
「
我
が
国
と
郷
土
を
愛
す

る
」
豊
か
な
心
の
育
成
に
つ
な

が
る
と
考
え
ま
す
。 

研
究
の
視
点
と
し
て
、 

①
「
熊
本
の
心
」
を
活
用
し

た
道
徳
の
時
間
の
指
導
方
法

の
工
夫 

②
道
徳
の
時
間
外
に
お
け
る

「
熊
本
の
心
」
を
活
用
し
た

～
思
い
や
考
え
を
つ

な
ぐ
授
業
づ
く
り
～ 

  
本
校
は
、
昨
年
度

か
ら
の
２
年
間
、
熊

本
県
な
ら
び
に
天
草

市
の
研
究
指
定
を
受

け
、
「
自
分
の
考
え

を
も
ち 

伝
え
合
い

高
め
合
う
北
っ
子
を

目
指
し
て
」
を
研
究

テ
ー
マ
に
掲
げ
、
研

究
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
昨
年
度
は
、
思

考
力
・
判
断
力
・
表

現
力
の
育
成
に
向
け

て
国
語
科
・
算
数
科

に
お
け
る
言
語
活
動

本
校
は
、
熊
本
県

の
指
定
を
受
け
、「
熊

本
の
心
」
を
活
用
し

た
道
徳
教
育
の
研
究

を
行
っ
て
い
ま
す
。

本
事
業
の
目
的
は
、

「
日
常
の
道
徳
の
時

間
の
充
実
を
基
盤
と

し
て
、
本
県
独
自
の

道
徳
教
育
用
郷
土

資
料
『
熊
本
の
心
』

の
活
用
に
つ
い
て
の

実
践
的
研
究
を
推

進
し
、
学
校
の
教
育

活
動
全
体
を
通
じ
た

道
徳
教
育
の
充
実

 

○
課
題
の
設
定
の
工
夫 

  

○
思
い
や
学
び
を
つ
な
ぐ
話 

 

し
合
い
活
動
の
充
実 

 

○
授
業
評
価
に
よ
る
授
業
改 

 

善 

［
視
点
②
］ 

学
び
を
支
え
る
取
組 

 

○
ノ
ー
ト
指
導 

 

○
業
前
活
動 

 

○
家
庭
学
習
の
取
組 

 

○
校
内
掲
示
の
工
夫 

 

○
諸
学
力
調
査
の
活
用 

  

平
成
二
十
六
年
十
一
月
十

四
日
（
金
）
に
、
研
究
発
表
会

を
行
い
ま
す
。
多
く
の
先
生
方

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。  

十
月
末
に
は
、
公
開
授
業
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。
「
熊
本

の
心
」
の
効
果
的
な
活
用
の
在

り
方
に
つ
い
て
、
参
考
に
な
る

よ
う
な
発
表
が
で
き
れ
ば
と
考

え
て
お
り
ま
す
。 

 

二
年
目
を
迎
え
た
本
年
度

は
、「
一
致
団
結
」
そ
し
て
「
一

歩
前
進
」
を
合
い
言
葉
と
し
ま

し
た
。
少
し
ず
つ
少
し
ず
つ
前

進
す
る
こ
と
で
、
新
し
い
天
草

小
学
校
の
伝
統
を
築
き
あ
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

今
後
も
、
保
護
者
、
地
域
の

方
々
と
協
力
し
て
「
統
合
し
て

よ
か
っ
た
」
と
い
え
る
学
校
づ

く
り
に
努
め
て
い
き
ま
す
。 
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名    称 期  日 場   所 

1 夏 季 書 写 講 習 会 7 月 2 2 日 天 草 教 育 会 館 

2 栄養教諭・職員研修会 7 月 2 3 日 天草市保健センター 

3 生 徒 指 導 研 究 大 会 7 月 3 1 日 天 草 教 育 会 館 

4 道徳授業づくり研究会 8 月 4 日 天 草 教 育 会 館 

5 中 理 科 現 地 研 修 会 8 月 6 日 天 草 ・ 河 浦 地 区 

6 国 語 研 修 会 8 月 8 日 天 草 教 育 会 館 

7 図 工 ・ 美 術 研 究 会 8 月 1 8 日 本 渡 中 学 校 

8 小 理 科 実 験 講 習 会 8 月 2 2 日 本 渡 南 小 学 校 

9 養 護 教 諭 研 究 協 議 会 8 月 2 2 日 天 草 教 育 会 館 

10 音 楽 研 修 会 8 月 2 5 日 本 渡 中 学 校 

11 事務ブロック別研修会 8 月 2 5 日 各 ブ ロ ッ ク 

12 中 社 会 科 巡 研 夏季休業期間 河 浦 ～ 天 草 

13 英 語 教 育 講 演 会 1 0 月 3 日 天 草 教 育 会 館 

14 県 技 術 家 庭 研 究 大 会 1 0 月 2 4 日 本 渡 中 学 校 

15 県 情 報 教 育 研 究 大 会 1 0 月 2 8 日 登 立 小 学 校 

16 小 理 科 授 業 研 究 会 1 1 月 2 1 日 亀 川 小 学 校 

17 中 理 科 授 業 研 究 会 1 1 月 2 8 日 牛 深 中 学 校 

18 生 活 ・ 総 合 研 究 大 会 1 2 月 1 日 上 小 学 校 

19 県図書館教育研究大会 1 2 月 5 日 本渡東小・中学校 

20 算 数 ・ 数 学 研 究 大 会 1 2 月 1 1 日 今 津 小 ・ 松 島 中 

21 へき地小規模校研修会 ２ 学 期 中 島 子 小 学 校 

22 栄養教諭・職員授業研 ２ 学 期 中 龍 ヶ 岳 小 学 校 

23 県 特 別 活 動 研 究 大 会 1 月 2 3 日 新 和 小 ・ 中 学 校 

24 事 務 研 究 大 会 2 月 1 2 日 天 草 教 育 会 館 

25 特別支援学級担任研修会 年 ５ 回 天 草 教 育 会 館 等 

26 小 社 会 研 究 会 未  定 水 の 平 焼 

27 小 家 庭 研 修 会 未  定 未   定 

28 体 育 研 修 会 未  定 未   定 

 

ご
あ
い
さ
つ 

天
草
教
育
研
究
所
所
長  

松

下

 

恭

子 

豊
か
に
成
長
す
る
子
ど
も
た
ち

は
そ
の
最
た
る
も
の
で
あ
り
、

そ
の
教
育
に
携
わ
る
こ
と
の
で

き
る
こ
と
に
本
当
に
幸
せ
を
感

じ
て
い
ま
す
。 

も
う
一
つ
宝
物
を
あ
げ
る
と

す
れ
ば
、
私
た
ち
天
草
の
教
職

員
が
自
ら
組
織
し
、
主
体
的
に

運
営
し
て
き
た
こ
の
天
草
教
育

研
究
所
の
営
み
が
あ
げ
ら
れ
る

と
思
い
ま
す
。
児
童
文
化
や
体

育
部
の
活
動
に
よ
り
天
草
の
子

ど
も
た
ち
の
よ
さ
が
さ
ら
に
磨

日
本
の
宝
島
天
草
に
は
数
多

く
の
宝
物
が
存
在
し
ま
す
。

日
々
賢
く
、
た
く
ま
し
く
、
心

か
れ
、
素
晴
ら
し
い
伝
統
が
築

か
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
教

職
員
の
研
修
も
、
各
部
門
で
今

日
的
な
研
究
を
進
め
、
確
か
な

実
績
を
積
ん
で
き
て
い
ま
す
。

今
年
度
か
ら
こ
の
研
修
の
あ
り

方
を
大
き
く
転
換
し
、
全
て
の

教
職
員
が
ど
こ
か
の
部
門
に
所

属
す
る
よ
う
新
た
な
仕
組
み
を

作
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
さ

ら
に
活
性
化
さ
れ
た
研
修
が
展

開
さ
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い

ま
す
。 

 

っ
て
、
各
教
科
等
研
究
会
の
相

互
の
連
絡
調
整
を
図
り
支
援
で

き
る
機
関
の
創
設
を
望
む
声
が

大
き
く
な
り
、
天
草
教
育
研
究

所
が
誕
生
し
ま
し
た
。 

こ
れ
ま
で
、
天
草
教
育
研
究

所
の
組
織
運
営
機
構
や
規
約
、

部
門
の
改
廃
等
に
つ
い
て
、
数

回
の
改
正
が
行
わ
れ
て
き
ま
し

た
。
今
年
度
か
ら
部
門
別
研
修

天
草
教
育
研
究
所
は
、
今
か

ら
六
十
年
前
の
昭
和
二
十
九
年

六
月
二
十
一
日
に
開
設
さ
れ
ま

し
た
。 

終
戦
後
、天
草
の
先
生
方
は
、

新
し
い
教
科
等
教
育
の
研
究
会

を
自
主
的
に
組
織
し
、
天
草
の

教
育
振
興
の
た
め
に
努
力
さ
れ

て
い
ま
し
た
。 

研
究
を
充
実
さ
せ
る
に
あ
た

の
実
施
方
法
が
変
わ
っ
た
こ
と

も
、
教
育
研
究
所
の
歴
史
か
ら

み
る
と
大
き
な
改
正
の
ひ
と
つ

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。 

新
し
い
部
門
別
研
修
体
制
の

一
年
目
で
、
新
た
な
課
題
が
出

て
く
る
と
思
い
ま
す
が
、
先
生

方
の
研
修
成
果
が
児
童
生
徒
に

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
で
き
る
よ
う
、

そ
れ
ぞ
れ
の
研
修
が
充
実
し
て

い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

研
修
部
長 

坂

本

信

也 


